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刈谷知立環境組合中期計画ビジョン策定について 

 

  ●中期計画ビジョン策定とは 

近年、国においては、循環型社会形成を目指した施策が進められ、令和４年度に

おいては、資源循環促進法が施行されました。また、令和２年には、脱炭素社会を

目指すための温室効果ガス削減目標として、令和３２年（２０５０）年カーボンニ

ュートラルを掲げ、様々な取組が精力的に進められています。 

組合を取り巻く状況は、施設の老朽化、施設利用における混雑対策及びカーボン

ニュートラルへの対応等多くの課題があります。  

本組合では「施設を安全に、安定して稼働させることで、安心を与える」という

「３Å」を基本理念に掲げ、施設運営を行っています。 

中期計画ビジョンは、クリーンセンター稼働５０年、余熱ホール長期利用の将来

を見据えて、基本理念を具体化する基本方針や施策（１０年間に取り組む施策）を

計画するものです。 

 

 

     ①刈谷市知立市の総合計画 

     ➁刈谷市知立市の一般廃棄物処理基本計画 

     ③長寿命化総合計画 

     ④搬入実態調査結果 

     ⑤余熱ホール劣化調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各種調査結果や計画、社会情勢等の現状分

析組合を取り巻く課題を抽出 

中期計画ビジョンの核となる基本理念 

該当施設・クリーンセンター 

             ・ウォーターパレスKC 

             ・リサイクルプラザKC 

基本理念を具体化する基本方針・施策（１０年間に取り組む施策） 

具体的な取組やスケジュール感を記載し 

 「中期計画ビジョン」  を作成 
※一般廃棄物処理基本計画の一部を含む 

・長寿命化対策の推進 

・ごみ処理手数料の有料化 

・両市と連携したごみ減量、循環型社会の形成の推進 



 

●刈谷知立環境組合中期計画ビジョン策定委員会 

 

                              令和６年４月１日現在 

№ 役職 氏名 所属及び役職 選任区分 

１ 委員 榊原 洋子 愛知教育大学 准教授 学識経験者 

２ 委員 中川  稔 全国都市清掃会議 技術部課長 学識経験者 

３ 
委員 作田 美乃利 

かりや消費者生活学校 

運営委員長 
団体 

４ 
委員 安藤 美智子 

知立市スポーツ推進委員協議会 

企画事業部会部会長 
団体 

５ 委員 加藤 亜佐子 刈谷市女性の会連絡協議会 書記 団体 

６ 委員 岡部 直樹 刈谷市企画財政部長 行政機関 

７ 委員 松永 直久 知立市企画部長 行政機関 

８ 委員 伊藤 雅人 刈谷市産業環境部長 行政機関 

９ 委員 小栗 朋広 知立市市民部長 行政機関 

10 委員 鷹羽 和久 刈谷知立環境組合所長 組合職員 

 

 

●作成スケジュール 

 

年月 委員会           内      容 

６
年
度 

７月頃 ○ 
委員会設置及び委員長選出 

組合概要、計画策定スケジュール、現状分析、課題抽出 

１０月頃 ○ 現状分析、課題抽出（各種調査内容の説明） 

１月頃 ○ 基本理念、方針、施策、財政 

７
年
度 

５月頃 ○ 中期計画ビジョン素案作成（一般廃棄物処理基本計画含む） 

８月頃 ○ 中期計画ビジョン最終版作成（一般廃棄物処理基本計画含む） 

１０月頃 ○ パブリックコメント実施及び委員会、 

  市民だよりのタイミング・委員会での意見修正期間 

３月頃   議会報告・公表 

 

 

 

 


